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『できる日本語』をより深く知りたい！
そして明日の授業に活かしたい！



（できる日本語は）本当におもしろい
と思います。
外国語で私は日本語、話せるようにな
りたいんです。

今のテキストは会話 ホント最高
です。 遠い難しい会話ではなく、日常
の会話でおもしろいと思います。

本校学生：ベトナム人



日本語学校で教えてみて

驚くほどの活気！

やってみることの効果

・「やってみよう」や「できる！」の活動で自信を持つ学生たち

・アルバイト先での会話（学習したことがすぐに使える！）

（フィラーの効果・コミュニケーションストラテジーを早い段階から

身につけられる）

教師力アップのためには「共同体」が必須！

学校が変わった！教師が変わった！学生が変わった！



『できる日本語』の効果

1） 学生からの評判がいい。

2） 出席率がとてもよくなった

3） 「楽しい」という声をよく聞く

4） 学生自身が会話力がついていると感じ、自信を持って日本語を話している

5） 聴解のスコアの平均が以前よりも高い

6） 海外の提携校からの問い合わせ

⇒『できる日本語』は会話力がついてとてもいいという声を聞く

7） 提携校も「できる日本語」を使いたいという声が

⇒ 昨年度提携校から3名のベトナム人日本語教師が来日し教員研修を行
なった



2015年の秋
浜松日本語学院は
「できる日本語シリーズ」を
メインテキストとして
日本語教育を行っていくことを
決めました！

『できる日本語』で
教えられる教師が
必要だ！

学校の方針と「できる
日本語」シリーズの目
的が同じだった。まさ
にやりたかった教育が
ここにあった！



日本語教師養成講座を立ち上げる

『できる日本語』の効果を知り、

『できる日本語』で授業ができる教師が
必要だと考え「日本語教師養成講座」を

2016年春に立ち上げました！日本初！
基礎課程 420時間単位時間コース
専攻課程 『できる日本語』を使ったクラスでの授業実践

『できる日本語』で
教えられる教師の
養成・育成を目指す！
日本語教師養成講座



自らの経験をベースに
『できる日本語』を地域の生活者に教えていた経験か
ら「場面」「機能」の重要性やプロフィシエンシー
の理解を伝えたいという強い気持ちが・・・

逆に「文型」「文法」の機能を理解する機会が
少ないのではないだろうか？？？



『できる日本語』を手にして

今までと異なる構成

イラストと文型が一致している。

「まさしくその場面に使う文型だ！」

必要な文型が入っている

「使いこなせていない・・・・」

せっかく教材が揃っているのに わざわざ 教材を作ってしまってい
た。養成生や新任教師にもその傾向が・・・

『できる日本語』のこと
がよくわかっていない

のでは？
何が分かっていないの

か・・・。



養成生・新任教師の授業を見ていて実は

みなさんの不足部分は 、私がしてし

ていた間違いと同じことに気づいた！
なぜこのような間
違いが起こるのだ
ろうと考えた・・・。



『できる日本語初級
本冊』ｐ8

テキストの使い方
に沿って授業を
進めていく

様々な箇所に
重要なポイント
が！深い！



できる日本語
初級

第1課 ST2

発見！『できる日本語』
のスゴイところ

仕掛けがある！
友達になる
きっかけになる

答え方も
いろいろ

聞いて確認したやり
取りで今度は友達に
先生にお誕生日を
聞いてみよう



自分の経験

養成講座にて

補うべき
ことが違う

プロフィシ
エンシー
（熟達度）

機能
場面

理解の必要
性 大

理解の必要性

文型にどのよう
な機能があるの
かをあまり意識
していないので
は？

文法や文型を中心
に考えていた

新任教師にも同じ
ことが・・・

整理すると・・・



☆みんなの日本語 「機能」に対しての意識が弱い

L18 可能形「できる」

（「能力」「状況」を同時に学習）

☆できる日本語 での可能形「できる」の提出の仕方

L9 ST2 「できること・できないこと」（能力）

L10 ST3 「動物園で」（状況）

場面から伝える
ことの効果

【反省】場面から伝えることの効果が
大きいことを養成生や新任教師に伝え
たときにそればかりにインパクトを与
えていた可能性がある



新任教師の方々から
新しく仲間になった講師のみなさんから日々の授業で気づかせてもらうことがあり
ます。

養成生の時と同じように「文法・文型」をあまり意識せず、ただ教科書の

流れに沿った授業になってしまいがちなのはなぜだろう…

授業が上手く
いかなかった

やってみよう
での活動がう
まくいかない

できる！の活
動で何をした
らいい？言ってみようで

の会話がむずか
しいみたい

文法ノートが
できていな
い！



『できる日本語』で効果的な授業をするためには

「学びの共同体」の必要性
○ クラス担当者間での情報の共有（対話）

○ 授業のフィードバック（自ら振り返り疑問を他者と共有する）

なぜどうして？クリティカルに見る癖をつける

また、考える癖をつける

○ 教師の自己開示



浜日での取り組み
～「学びの共同体」づくり～

1）担任制を取り入れ、3か月ごとにクラスの担当を変えた

2）授業報告を全体で共有していたがクラスの担当者間でのメールのやり取
りに変えた。

3）職員室のレイアウトを変え、常に話し合える場を作った（講師控室は別
だった）

4）新任教師にメンターをつけた

常に話し合える場を
作った



同僚性
協働性

対話

先輩
教師



まとめ
教師には同僚性・協働性が必要 特に新任教師や

養成生にとっては大きな刺激になる。

そして、先輩教師にも・・・。

 新任教師同士

話し合うことで不足しているものが何か、新しい知識を得る 行き詰った

場合は先輩教師のヘルプ ← 先輩教師にも気づきがある

 養成講座生＆養成講座生

養成生同士のグループでの活動

多くの知識や気づきが生まれる← 養成講座担当教師に気づき・新たな知識が得られる

 新任教師＆先輩教師 ⇒ 先輩教師にとって新たな気づきが得られる

自分の知識不足・理解不足への気づき ⇒ 自己教育力に繋がる



ご清聴ありがとうございました


